
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く

　

い
じ
め
を
苦
と
し
た
自
殺
、

学
校
で
の
体
罰
、
そ
し
て
成
年

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
暴
力
指
導

な
ど
に
つ
い
て
の
報
道
が
続
い

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
暴
力
に

関
す
る
相
談
を
複
数
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
、
い
じ
め
や

自
殺
・
虐
待
な
ど
に
つ
い
て
議

会
で
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
２

月
の
定
例
会
で
は
Ｄ
Ｖ
と
虐
待

に
つ
い
て
改
め
て
質
問
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
質
問
時
間
の
中
で

十
分
な
掘
り
下
げ
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
も
取
り
組
み
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暴
力
に
は
、
身
体
的
な
も
の
以

外
に
貧
困
や
飢
餓
、
抑
圧
や
差
別

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
個

人
か
ら
個
人
へ
の
暴
力
と
同
じ
よ

う
に
、
集
団
か
ら
集
団
、
あ
る
い

は
集
団
か
ら
個
人
へ
の
暴
力
も
存

在
し
ま
す
。

　

日
本
人
／
外
国
人
、
障
が
い
者

／
健
常
者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

／
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
、強
者
／
弱
者
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
得
手
不

得
手
な
ど
、
違
い
を
個
性
や
特
徴

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

そ
し
て
、
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
者
に
対
し
て

経
済
的
・
社
会
的
に
不
利
な
立
場

を
強
い
る
こ
と
や
、
息
苦
し
さ
や

不
便
さ
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の
な

い
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
け
る
よ

う
、「
共
生
中
野
」
の
名
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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【中野区議会】〒164-8501 東京都中野区中野4-8-1　TEL：03-3228-8874（無所属控室） 
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　王
わんふいぢん

慧槿さん（外国籍の都立高校元教
諭。多文化共生センター東京代表）から
は、ご自身の在日中国人としての経験
や教師としての経験・取り組みから、
外国人児童・生徒に対する適切な教育
に関するお話をうかがいました。

　金子磨矢子さん（成人発達障がい者
のための就労支援施設 Alternative　
Space　Necco 代表）には、ご自身と娘
さんの発達障がいに関して、中学校選
びや Necco 設立から運営について話
していただきました。

　長谷川博史さん（日本HIV陽性者
ネットワーク・ジャンププラス代表）
には、行政を動かす具体的な方法、国連

など世界中と連携した活動などをお聞
きしました。

　3人はそれぞれ別の活動をされては
いますが、行政の中で専門家を育てる
ことの必要性、社会の受け皿や理解が
ないことによる二次的な障がいや不
安の発生などの課題について、共通の
話題として話すことができました。取
り組む問題は違っても、社会の中で問
題を共有し、誰もが生きやすい環境を
作っていくという方向は同じです。参
加者からも「これまで知らなかった問
題も自分の生活と無関係ではないと感
じられ、有意義だった」との声が聞か
れました。

　発達障がい、HIV、外国籍など、さまざまな不
便さを抱えて社会への働きかけを行う方々に、そ
の内容や実績、思いをお聞きしました。

学
習
会

レ
ポ
ー
ト

石坂わたる：1976 年生まれ。養護学校教諭、区立 第七中学校・
第十中学校　介助員などを経験し、平成 23 年、中野区議会
議員選挙にて初当選。精神保健福祉士、行政書士。

2013年 2月3日（日）

多様な当事者活動を学ぶ多様な当事者活動を学ぶ

次回学習会は４面へ！



災
害
時
要
援
護
者
と
は
…
乳
幼
児
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
々
。

二
次
避
難
所
と
は
…
災
害
時
要
援
護
者
の
た
め

の
避
難
所
。
協
定
を
結
ん
で
社
会
福
祉
施
設
な
ど

を
指
定
。

石
坂　
昨
年
９
月
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
途
中

か
ら
の
豪
雨
で
、
障
が
い
者
が
こ
の
後
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
に
く
い
状

況
が
発
生
し
た
。
実
際
の
災
害
時
に
混
乱
が
な

い
よ
う
、
災
害
時
要
援
護
者
が
直
接
二
次
避
難

所
へ
避
難
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
二
次
避
難

所
を
日
頃
か
ら
周
知
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時

に
す
み
や
か
に
提
供
で
き
な
い
か
？　

ま
た
、

提
携
施
設
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
を
調
べ
、
飲

食
物
の
備
蓄
を
し
て
は
？

区
長
（
田
中
大
輔
）　
一
部
の
社
会
福
祉
施
設

に
つ
い
て
早
期
に
体
制
を
整
備
す
る
。
場
所
は

区
報
等
で
周
知
を
図
る
。
収
容
ス
ペ
ー
ス
の
確

認
や
開
設
手
順
、
備
蓄
に
関
し
て
具
体
的
な
協

議
を
進
め
る
予
定
。

石
坂
わ
た
る
の
目

二
次
避
難
所
の
訓
練
や
実
施
調
査
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

石
坂　
新
た
な
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
企
業
認
定
制
度
」を
入
札
の
評
価
に
も
使
え

る
基
準
と
す
る
こ
と
や
、社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
企
業
の
社
会
的
評
価

が
高
ま
る
よ
う
認
定
結
果
の
広
報
を
望
む
。

政
策
室
長
（
竹
内
沖
司
）　
こ
の
制
度
は
、
長
時

間
労
働
の
削
減
や
育
児
・
介
護
休
暇
の
取
得
促

進
、
多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
む
区
内
事
業
者
を
認
定
し
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
も
の
。
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
表
な
ど
、
検
討
し
制
度
構

築
を
図
り
た
い
。

石
坂
わ
た
る
の
目

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
は
、

仕
事
と
（
私
的
／
公
的
な
）
生
活
の
適
正

な
バ
ラ
ン
ス
を
指
し
ま
す
。

石
坂　
同
居
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
家
庭
内
暴
力

や
、
男
女
間
・
同
性
間
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
も
、

男
女
夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
と
同
様
に
被
害
者
保
護
の

取
り
組
み
が
必
要
で
は
？

政
策
室
長　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や
同
性
間
Ｄ
Ｖ
を

含
め
、
暴
力
防
止
の
情
報
を
発
信
す
る
。
Ｄ
Ｖ

防
止
法
の
配
偶
者
に
は
事
実
婚
を
含
む
。
同
性

カ
ッ
プ
ル
も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
が
認
め
ら
れ

れ
ば
事
実
婚
と
扱
う
。
こ
う
し
た
問
題
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
協
力
を
検
討
し
た
い
。

石
坂
わ
た
る
の
目

既
婚
・
事
実
婚
・
未
婚
を
問
わ
ず
、
Ｄ
Ｖ

に
関
す
る
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

石
坂　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
区
役
所
内

へ
の
移
転
を
機
に
他
部
署
と
の
連
携
強
化
や
情

報
共
有
、
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
望
む
。

政
策
室
長　
可
能
な
限
り
対
応
し
た
い
。

石
坂　
同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
し
て
き
た
団
体

へ
の
支
援
を
ど
う
す
る
か
？　

ま
た
、
専
門
施

設
の
建
物
が
な
く
な
る
こ
と
や
、
そ
の
後
に
目

指
す
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
区
民
へ
の
十

分
な
説
明
が
不
可
欠
で
は
？

政
策
室
長　
研
修
室
や
保
育
室
は
、
勤
労
福
祉

会
館
の
施
設
と
し
て
利
用
に
供
し
、
適
宜
利
用

料
を
免
除
す
る
。
移
転
の
周
知
や
情
報
発
信
の

活
動
を
強
化
す
る
。

石
坂
わ
た
る
の
目

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
と
は
区
民
の
相

談
に
一
カ
所
の
窓
口
で
対
応
す
る
こ
と
で

す
。何
カ
所
も
の
窓
口
に
足
を
運
ん
だ
り
、

何
度
も
同
じ
説
明
を
し
た
り
す
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

石
坂　
区
民
住
宅
の
空
室
解
消
で
家
賃
収
入
は

ど
の
程
度
増
え
る
か
？　

入
居
者
募
集
で
は
民

間
業
者
と
の
協
力
な
ど
工
夫
も
必
要
で
は
？

都
市
基
盤
部
副
参
事
（
都
市
計
画
担
当 

相
澤
明

郎
） 

空
室
が
１
戸
解
消
す
る
と
年
間
家
賃
収
入

は
約
１
８
０
万
円
。
来
年
度
は
指
定
管
理
者
に

募
集
を
委
託
し
、
民
間
不
動
産
店
や
賃
貸
物
件

紹
介
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
空
室
解
消
を
図
り

た
い
。

石
坂　
10
戸
で
１
８
０
０
万
円
と
な
る
。
支
出

を
絞
る
だ
け
で
な
く
歳
入
を
増
や
す
工
夫
も
必

要
だ
。

- ２面 -

災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
所
整
備
を
進
め
て

区
民
住
宅
の
空
室
対
策
で

収
入
増
を
図
る
べ
き

仕ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

事
と
生
活
の
調
和
を

推
進
す
る
企
業
を
評
価
す
べ
き

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ・同
性
間
Ｄ
Ｖ
に
も

対
応
や
支
援
の
充
実
が
必
要

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会

（
2
月
15
日
〜
3
月
21
日
）　
一
般
質
問

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会　

総
括
質
疑

一
歩
一
歩

　
着
実
に
！

一
歩
一
歩

　
着
実
に
！

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

移
転
後
も
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

中野区への被災地からの
避難者に個別支援を
すこやか福祉センター職員が全戸訪問
を行い、必要な支援につなげた。

外国人登録制度廃止の
周知を
外国人住民への個別通知実施。

生涯学習館廃止後の
団体サポートを
複数の団体が学校支援ボランティア団
体となって各校での活動を続けている。

区有施設窓ガラスの
耐震化を
25年度中に学校を含む全区有施設のガラ
スの100％耐震化（飛散防止）が完了予定。

高次脳機能障がいに支援拡充を
連携会議や家族会の立ち上げに向けて準
備中。

点字ブロックの色彩に配慮を
区道の点字ブロックについて弱視者にも
見えやすい黄色で整備していく条例案が
可決。

24年度における進捗 石坂わたるがこれまで議会でした質問・要望
した件は、現在このように進んでいます。

石
坂
わ
た
る
は
、
ど
の
政
党

に
も
会
派
に
も
所
属
し
な
い

無
所
属
議
員
で
は
あ
り
ま
す

が
、
区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

一
歩
一
歩
着
実
に
、
中
野
が

も
っ
と
住
み
や
す
い
街
に
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。



石
坂　
１
３
５
６
万
円
の
予
算
が
確
保
で
き
れ

ば
、″
生
活
保
護
受
給
者
を
除
い
た
住
民
税
非

課
税
〟
の
障
が
い
者
の
手
当
を
継
続
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
障
が
い
者
が
区
政
情
報

を
知
り
、
区
に
意
見
を
伝
え
る
〝
情
報
ア
ク
セ

ス
権
〟
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
？

健
康
福
祉
部
副
参
事(

障
害
福
祉
担
当
　
永
田

純
一)

障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
同
じ

区
民
と
し
て
区
政
に
関
す
る
情
報
を
得
て
、
そ

の
情
報
に
基
づ
く
意
見
表
明
や
区
政
参
画
を
進

め
る
た
め
に
、
ア
ク
セ
ス
は
重
要
。

石
坂　
手
当
廃
止
に
つ
い
て
、
区
は
各
障
が
い

に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

障
が
い
者
関
係
団
体
も
参
加
す
る
自
立
支
援
協

議
会
か
ら
の
指
摘
が
、
手
当
廃
止
を
巡
っ
て
十

分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
ア
ク
セ

ス
権
の
保
障
が
不
十
分
。
現
金
給
付
で
あ
る
手

当
廃
止
後
も
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
で
あ
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
障
が

い
当
事
者
や
福
祉
施
設
職
員
等
が
、
高
齢
障
が

い
者
が
利
用
で
き
る
各
種
制
度
の
し
く
み
を
知

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

健
康
福
祉
部
副
参
事
（
障
害
福
祉
担
当
）　

65
歳
以
降
も
利
用
可
能
な
障
害
福
祉
の
し
く
み

に
つ
い
て
は
個
別
案
内
の
他
、
職
員
対
象
の
研

修
な
ど
で
制
度
説
明
を
し
て
い
る
。
今
後
も
相

談
支
援
機
関
な
ど
を
通
し
て
周
知
に
努
め
る
。

石
坂　
受
給
者
の
地
域
生
活
支
援
（
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
）
の
利
用
状
況
、
当
事
者
の
声
、
将

来
予
測
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
し
て
い
な
い
。

十
分
な
調
査
の
上
で
改
め
て
検
討
を
す
べ
き
。

健
康
福
祉
部
副
参
事
（
障
害
福
祉
担
当
）　

お
示
し
し
た
日
程
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

石
坂
わ
た
る
の
目

手
当
廃
止
の
前
に
、
収
入
を
増
や
す
工
夫

も
必
要
で
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
情
報

ア
ク
セ
ス
権
の
保
障
も
不
十
分
で
あ
る
と

し
て
質
問
し
ま
し
た
。
こ
の
手
当
廃
止
を

巡
っ
て
は
複
数
の
党
が
共
同
提
出
し
た
修

正
案
が
可
決
さ
れ
、
廃
止
で
は
な
く
、
５

割
削
減
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

石
坂　
区
独
自
で
被
虐
待
児
の
保
護
を
し
て

は
？

子
ど
も
教
育
部
副
参
事
（
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長 
黒
田
玲
子
）　
都
の
一
時
保
護
機

能
が
満
床
で
使
え
な
い
場
合
に
限
り
、
区
内
施

設
を
利
用
し
た
保
護
を
予
定
。

石
坂　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
の
業
務
に
障

が
い
者
虐
待
防
止
も
加
え
て
は
？

健
康
福
祉
部
副
参
事（
障
害
福
祉
担
当
）
今
後
、

通
報
窓
口
機
能
を
担
う
予
定
。

石
坂　
人
口
１
万
人
当
た
り
の
高
齢
者
虐
待
相

談
件
数
が
他
区
と
比
べ
て
低
く
、
減
少
傾
向
。

疑
わ
し
い
場
合
に
も
通
報
を
し
や
す
く
す
る
工

夫
を
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
副
参
事(

福
祉
推
進
担
当 

小
田
史

子)

啓
発
活
動
を
充
実
し
た
い
。

石
坂　
児
童
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
虐
待
な
ど

家
庭
内
で
の
暴
力（
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
や
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト（
子
ど
も
に
対

す
る
大
人
か
ら
の
不
適
切
な
関
わ
り
）
に
つ
い

て
、
家
庭
支
援
を
す
べ
き
。事
例
検
討
な
ど
質
的

評
価
を
積
み
重
ね
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
？　

対
応
す
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
。

鷺
宮
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
参
事
（
地
域

ケ
ア
担
当 

齋
藤
真
紀
子
）　
事
例
検
討
会
で
関

連
部
署
・
機
関
の
職
員
と
と
も
に
評
価
、
検
証

を
行
い
、
今
後
の
対
応
に
活
か
し
て
い
る
。
ス

キ
ル
は
、
研
修
参
加
と
と
も
に
経
験
を
積
み
、

知
識
や
対
応
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

石
坂　

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
未
然
防
止
の
期
待
を
し

た
い
。
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
田
中
区

政
の
成
果
の
一
つ
と
考
え
る
。
当
初
の
思
い
が

形
骸
化
し
な
い
よ
う
、支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
坂
わ
た
る
の
目

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
乳
幼
児
を
含

む
児
童
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
す
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
組
織
が

形
骸
化
せ
ず
機
能
す
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

・
障
が
い
児
施
設
ア
ポ
ロ
園
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
つ
い
て
質
問
。
家
族
が
育
児
疲
れ

を
感
じ
た
際
、
障
が
い
児
の
宿
泊
利
用
が
可

能
に
な
る
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
が
開
始
さ
れ
る

と
の
こ
と
。

・
学
校
再
編
の
意
見
交
換
会
の
報
告
に
対
し
、

学
区
を
分
割
し
た
う
え
で
他
校
と
統
合
さ
れ

る
新
山
小
学
校
の
例
に
つ
い
て
質
問
。「
統
合

に
よ
り
入
学
児
童
数
が
ま
す
ま
す
減
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
あ
り
、
安
心
で
き

る
説
明
や
対
応
が
必
要
で
は
」
と
の
問
い
に
、

石
濱
教
育
委
員
会
事
務
局
副
参
事
（
学
校
再

編
担
当
）
は
「
ど
ん
な
に
人
数
が
少
な
く
な
っ

て
も
き
ち
ん
と
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
を
、

入
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
伝
え
、
さ
ら

に
子
ど
も
の
数
が
減
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」
と
答
弁
。

65
歳
以
上
の
障
害
者
福
祉

手
当
第
２
種
制
度
廃
止
に

反
対
！

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス

防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を

子
ど
も
文
教
委
員
会

- ３面 -

1
月
28
日

不安と孤立を見捨てない

被災地支援活動に助成を
被災地支援を行う公益活動団体も政
策助成の対象となった。
また、中野ボランティアセンターによ
る被災地支援などに充てられるボラン
ティア基金の原資とすべく、区役所内
に使用済みインクカートリッジの回収
ボックスを設置。

ＨＩＶ・エイズの予防啓発
中野駅ガード下で啓発パネル展示。12
月のエイズ予防月間に健康福祉部とすこ
やか福祉センター職員が勤務中に身に
つけるHIV・エイズの啓発のためのレッ
ドリボンの配布。

発達障害に関する
相談窓口の広報
区報に発達障がいに関する情報掲載。
成人の障がい者相談支援担当の連絡
先も掲載された。

災害時二次避難所の整備
二次避難所となる施設の実施調査・開
設訓練が、年間１施設から２施設に増
加。開設訓練に障がい者が実際に参加
し、当事者目線を踏まえた実地調査を
行った。

質問内容詳細はたつのこ通信のバックナン

バーをご覧ください。

▲ 一般質問の様子
アドボカシーカフェのスピーカーとして ▼



あとりえふぁんとむフェスティバル▶

　　  お話をうかがいます
　中野区議会内では、無所属議員控え室に在室してい
ます。ご相談・ご意見をうかがいますのでお電話・メール
で在室確認の上、お気軽にどうぞ。また、3名以上の区
民の方の集まりにも調整の上、おうかがいします。

vol.
08

- ４面 -

1/6　　 南台商店街振興組合新年会来賓
1/8　　 日本女子大学「現代家族論」講義にてゲストスピーカー
1/10　  東京都行政書士会、東京行政書士政治連盟並びに成年後見支援

センター ヒルフェ共催　賀詞交歓会来賓
1/11　  南中野地区町会連合会新年の集い来賓、中野区職員労働組合新

春旗開き来賓、東京行政書士会中野支部新年賀詞交歓会来賓
1/13　  前原町会新年会来賓
1/14　  中野区成人式来賓
1/17　  中野区体育協会・中野区スポーツ推進委員会合同新年懇親会来賓
1/18　  中野区福祉団体連合会新年懇親会来賓
1/19　  在日本大韓民国民団東京中野支部新年会来賓
1/20　  中野消防署団始式来賓、LGBT成人式来賓
1/28　  板橋区立志村第二中学校を子ども文教委員

会で視察「区立小中学校大規模改修について」
1/29　  東京土建新年会
2/1　　 中野区職員によるおもてなし運動発表会
2/2　　 区民ふれあいの集い来賓
2/5　　 コープ会プラスミーティング
2/11　  日本青年会議所中野区委員会第二成人式パネリスト

2/19　  区の住み替え支援事業についての石坂の取り組みが、毎日新聞
朝刊「結婚に法の下での平等を」記事内で紹介

2/23　  すばるまつり
3/2　　 さくら館まつりに谷戸小学校ほのぼのファミリー合唱団の一員

として参加
3/3　　 いずみ教室修了式
3/14　  東京商工会議所中野支部懇談会
3/15　  区立かみさぎ幼稚園　修了式来賓
3/16　  中野みなみ保育園　卒園式来賓
3/17　  中野区障害者防災委員会シンポジウム
3/18　  東京都行政書士会中野支部春の宴、 朝日ニューススター

「ニュースの深層」インタビュー部分の放映
3/19　  南中野中学校卒業式来賓、政治山セミナー
3/20　  「石巻市立湊小学校避難所」上映会
3/22　  新山小学校卒業式来賓
3/23　 中野区役所にて行われたカイゼンサミット、ソーシャル・

ジャスティス基金「アドボカシーカフェ」スピーカー
３/24　 あとりえふぁんとむフェスティバル

　　03-6304-8758（事務所）または 03-3228-8874（無所属控室）　09wishizaka@mbr.nifty.com

09wishizaka@mbr.nifty.com

すべてのお問い合わせはこちら！ バックナンバーのお問い合わせもこちらまで！
視覚障がい者の方など必要な方には音声版の

たつのこ通信（テープ/ DAISY CD）をご用意できます。

通信を郵送します！
たつのこ通信は
年に4 回ほど発
行予定です。ご希
望の方には郵送いたし
ます。

メールニュース配信中！
議会質問の日程
やイベント予定
などを、メール
で配信しています。
ご登録はこちらです。

ボランティア募集 !
中野区内でのたつのこ通
信の配布、郵送準備など
をお手伝いしてください。
配布はご自宅の近くだけ
でもかまいません（50
部程度から可能）。

“コミュニティカフェ”という言葉を
ご存知ですか？
地域の人々が集まり、出会いや活動の場所となる
べく作られたカフェ（飲食店）です。福祉や街づ
くりなどを目的としたコミュニティカフェが、全
国で増加しています。地域社会を支えるコミュニ
ティ作りの場としてさまざまな役割が期待される
カフェやバーを運営する方々に、その取り組みや
意義、運営方法などをお聞きします。

日時：5 月 25 日（土）13:30 〜16:00
会場：キッチンそら（中央 5-48-5）
参加費：なし（各自のご飲食代をご負担ください）

中川弥生子さん（キッチンそら 店長／NPO法人障害者の就労
を進める会理事長）

木村知昭さん（ソーシャルエナジー株式会社　代表取締役）
徳本裕之さん（ZATTA マスター）
丸山伊太朗さん（ウナ・カメ・リーベラ オーナー／エカイエ）

●  次 回 学 習 会 の お 知 ら せ  ●

予約不要 途中入場可 飲食代は各自負担

　区政報告の他、みなさんが日頃感じている思いな
どについておしゃべりするお茶会を、２カ月に１度ほ
どのペースで開催しています。

　幅広い年齢層の方が集まり、中野区や生活につい
て毎回たくさんのアイデアやご意見をいただいていま
す。お茶を飲んだりお菓子を食べながらざっくばらん
に和気あいあいとした雰囲気で、話や簡単なワーク
ショップなどもしています。「暮らしについて考えたい」
「中野のことを話したい」という方、ぜひお気軽にお
立ち寄りください。

4 月13 日（土） 14：00 〜16：00
6 月17日（月） 19：00 〜 21：00

次 回 のお茶 会

地域を支える場所作り コミュニティカフェという形

中野駅

北口

南口

中野五差路

丸井

モスバーガー

キッチン
そら

キッチン
そら

キッチン
そら

4 月13 日（土） 14：00 〜16：00
6 月17日（月） 19：00 〜 21：00
キッチンそら（中央 5-48-5）
※中野駅南口から徒歩 6 分
TEL 03-5340-7803
※各自のご飲食代のみご負担ください。

お 茶 会 やってます




